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笑顔の輪
愛知・近藤　奈々
殺人や強盗、強姦に薬物乱用。毎日テレビで報道される、後を絶たない暗いニュース。それらを無くすことは、不可能なのでしょうか。
私は約二年前から、フィリピンでの海外支援ボランティアや、保育園や福祉施設でのボランティアなど、様々な活動を行ってきました。活動の中で多くの人々に出会い、多彩な想いに触れ、地域社会と人が織りなす笑顔の力に気づきました。

ある日、私は老人ホームにギターとウクレレを持って、音楽演奏ボランティアに行きました。最初は退屈そうな表情をしていたおじいさんやおばあさんも、演奏をするうちに徐々に楽しそうな表情になり、最後には手を叩き、キラキラの笑顔で一緒に歌ってくれました。また、おばあさんにこう言われました。「今日はありがとう。とっても幸せな時間だったよ。また来てくれることを、楽しみに待っているね。」その言葉を聞いて、自分が人を笑顔に、幸せにできたことがとても誇らしく感じられました。「自分は誰かの役に立っている。誰かに、必要とされている。」自分が社会の一員であることを実感し、とても幸せで、清々しい気持ちになりました。
その時、私の周りには、笑顔の輪ができていました。音楽演奏ボランティアを通して、笑顔は人と人を繋ぐことができるということに気づきました。

　犯罪、非行を起こす人々は、自分を他人に認めてもらうため、自分で認めるため、いわゆる承認要求が原因で犯罪や非行の道に走ってしまいます。

家庭環境や対人関係など、理由は様々です。しかし、地域社会である「人」が、犯罪や非行を防止する意識を持ち、また罪を犯した人の更生について理解を深めることで、明るい社会が実現するのではないでしょうか。犯罪や非行に走る人々が「ありがとう」の言葉を貰い、自分が社会の一員であるという実感を持つことが出来れば、犯罪や非行は減少していくと思います。

　犯罪や非行を防止するには、地域との関わりを持つことが大切だと思います。ボランティアだけでなく、日々の生活での小さな思いやりや感謝からも、笑顔の輪を繋げることが出来ます。
　先日、素敵なことがありました。コンビニの扉が開けられず困っていた車椅子の女性に、通りすがりの男性が扉を開けてあげたのです。扉を開けてあげるのは普通のことかもしれませんが、その男性は車椅子の女性に笑顔で声をかけていました。その男性の笑顔と優しさに、車椅子の女性も笑顔で会釈をしていました。その二人だけでなく、その二人を囲む社会そのものが、明るく暖かいものに見えました。

　このように、同じ地域社会で生活する人、一人ひとりが思いやりと感謝の気持ちを持ち、笑顔の輪で繋がっていけば、明るい社会が実現し、犯罪や非行は無くなるのではないでしょうか。
　今日、更生保護女性会や多くの組織で、犯罪や非行防止に対する様々な取り組みがなされています。罪を犯した人も、私たちと同じ人間です。その人の心の痛みを理解し、地域社会全体でその人の更生をサポートしながら、同じ人として一緒に明るい社会をつくっていければ、罪を犯した人も胸を張って自分らしく生きることが出来ると思います。

　だから私は、そんな明るく暖かい地域社会をつくるために、もっと笑顔の輪を広げていきたいです。ボランティアを続けて、より多くの人々の笑顔を作ると共に、積極的に地域の人と挨拶をしてコミュ二ケーションをとるなど、まずは身近なところから明るい社会を目指していきたいと思います。
　「ありがとう」この言葉は、魔法の言葉です。たった五文字の一言が、人、地域社会、国、そして世界をも変えることが出来ます。微力ではありますが、無力ではない私たちのこの手で笑顔の輪を広げ、誰もが幸せに暮らせる「明るい社会」をつくりませんか。
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